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部支年成平

重

廣

恒

夫

峠
は
最
近
ま
で
生
活
の
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
き
た
が
、

そ
の
後
の
鉄
道
や
道
路
の
発
達
と
と
も
に
生
活
の
場
か
ら
姿
を
消
じ

つ
つ
あ
る
。
し
か
し
我

々
に
と

っ
て
こ
れ
ま
で
の
生
活
の
歴
史
は
草

に
埋
も
れ
て
眠

つ
て
い
る
峠
を
除
い
て
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
っ

峠
の
草
木
に
埋
も
れ
た
歴
史
を
掘
り
起

こ
し
な
が
ら
、
安
全

・
快
適

ト
レ
ツ
キ
ン
グ
を
提
唱
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
と
考
え
て
全
国
に

あ
ま
た
あ
る
峠
の
中
か
ら

一
人
の
峠
を
選
び
実
施
し
て
い
る
。

今
回
登

っ
た
岳
滅
鬼
峠
は
、
近
く
に
あ
る
ガ
ラ
メ
キ
峠
と
と
も
に

地
図
を
見
る
た
び
に
気
に
な

っ
て
い
た
峠
で
あ
る
。
今
回
も
東
九
燿

支
部
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
登
る
の
で
前
日
に
大
分
に
入

っ
た
。
夕
方

ま
で
の
時
間
を
利
用
し
て
鉄
輪
に
あ
る
大
谷
光
瑞
の
墓
を
詣
で
た
。

夜
は
梅
本
支
部
長
に
長
年
の
夢
で
あ

っ
た
人
分
の
フ
グ
を
ご
馳
走
に

な

っ
た
。

翌
朝
早
く
大
分
市
内
を
車
で
出
発
，
日
間
イ
ン
タ
ー
で
他
の
童
１

合
流
し
て
研
石
ト
ン
ネ

ル
に
向
か
う
〓
宝
珠
山
村
に
入
る
と
家

々
の

古

い
大
本
が
目
に
付
き
、
棚
購
百
選
に
選
ば
れ
て
い
る
機
圏
が
美
し

い
．
装
備
を
整
え
て
ト
ン
ネ
ル
手
前
右
の
登
‥Ｌｌ
口
か
ら
登
り
始
め
る
。

杉
の
植
林
地
に
つ
け
ら
れ
た
登
山
道
は
暗
く
急
で
あ
る
．
ほ
ど
な

く
釈
迦

ヶ
岳
と
の
分
岐
に
出
て
左
手
の
道
に
入
る
．
露
岩
を
ト
ラ
バ

ー
ス
し
た
後
、
再
び
急
登
が
続
く
．́
息
を

つ
か
せ
ぬ
登
り
も
顕
蓄
な

二
つ
の
ピ
ー
ク
を
越
え
る
と
大
ロ
ケ
岳
の
頂
上
で
あ

っ
た
。
少
し
外

れ
た
場
所
か
ら
は
こ
れ
か
ら
向
か
う
釈
迦

ヶ
岳
か
ら
英
彦
山

へ
の
展

望
が
開
け
て
い
る
。
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（釈
迦
岳
山
頂
に
て
）

頂
上
か
ら
往
路
を
下
り
、
直
登
ル

ー
ト
の
急
登
を
喘
ぎ
な
が
ら
釈
迦

ヶ

岳
の
頂
上
に
着
い
た
。
こ
こ
も
先
行

者
が

一
人
だ
け
の
静
か
な
頂
上
で
あ

ア０
。遮
る
も
の
の
無
い
頂
上
か
ら
は
こ

れ
か
ら
向
か
う
岳
滅
鬼
山
な
ど
三
六

〇
度
の
展
望
で
あ
る
。
小
休
上
の
後

そ
の
音
英
彦
山
と
宝
満
山
に
続
く
修

験
道
の
道
を
辿
る
。
途
中
湯
谷
越
、

香
岩
越
、
深
倉
越
と
二
つ
の
峠
を
越

え
る
が
、
し
っ
か
り
し
た
道
標
も
あ

り
前
後
の
距
離
表
示
に
頂
上
が
近
い

こ
と
を
知
る
。
頂
上
に
近
づ
く
と

「
シ
ャ
ク
ナ
グ
自
生
地
」
の
立
社
が

多
く
な
り
花
の
季
節
に
は
多
く
の
登

山
者
を
迎
え
る
こ
の
場
所
も
、
今
日

は
薄

つ
す
ら
と
積
も
つ
た
雪
の
稜
線

上
に
行
き
交
う
登
山
者
の
姿
は
無
い
。

辿
り
つ
い
た
頂
上
は
釈
迦
ヶ
岳
か

ら
先
行
し
た
人
達
、
岳
滅
鬼
峠
か
ら

直
登
し
た
人
達
と
合
流
し
て
賑
や
か

に
な

つ
た
。
そ
の
昔
今
西
錦
司
さ
ん

と
九
州
の
三
角
点
を
渉
猟
し
た
西
孝

子
さ
ん
の

一
声
に
、
佐
藤
秀
二
さ
ん

の
音
頭
で
万
歳
三
唱
し
た
後
、
冷
え

切
っ
た
先
行
組
は
早
々
に
下
山
に
か

か
る
。
残
っ
た
者
は
あ
ず
さ
さ
ん
の

持
ち
上
げ
た
ス
ー
プ
や
甘
酒
で
人
心

地
を
つ
け
て
昼
食
と
す
る
。
頂
上
か

ら
の
下
り
は
急
な
岩
場
に
つ
け
ら
れ

た
梯
子
や
ロ
ー
プ
の
ル
ー
ト
を
急
降

下
し
て
岳
滅
鬼
峠
に
到
着
し
た
。

江
戸
時
代
に
天
領
で
あ

っ
た
日
田

と
豊
前

・
小
倉
藩
と
を
分
け
る
重
要

な
峠
に
は

， 従
是
北
豊
前
国
小
倉
」

の
書
む
し
た
国
境
石
が
長
い
歴
史
を

無
言
で
語
つ
て
い
る
。
峠
か
ら
九
十

九
析
を
下
る
と
途
中
の

「法
華
窟
」

を
く
ぐ
る
。
い
つ
も
自
然
の
造
作
に

は
感
激
す
る
。
降
り
立
っ
た
登
山
口

に
は
日
田
市
在
住
の
佐
藤
さ
ん
達
の

手
で
車
が
回
送
さ
れ
て
お
り
、
東
九

州
支
部
の
忘
午
会
場

へ
と
向
か
っ
た
。

夕
方
か
ら
忘
年
会
が
日
田
市
内
の

旅
館
で
開
催
さ
れ
た
。
梅
木
秀
徳
支

部
長
の
発
声
で
宴
が
始
ま
っ
た
。
お

い
し
い
料
理
に
小
竹
さ
ん
や
安
部
さ

ん
の
手
作
り
惣
菜
が
花
を
添
え
る
。

参
加
者
の
持
ち
寄
つ
た
お
奨
め
の
日

本
酒
や
焼
酎
の
杯
を
重
ね
、
ツ
キ
ノ

ヮ
グ

マ
の
目
撃
談
や
登
山
地
図
作
成

談
義
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
夜
が
更
け

た
。
　
　
　
一

翌
日
は
加
藤
英
彦
さ
ん
の
案
内
で

国
東
半
島
の
田
原
山
を
登
つ
た
。
ア

ル
ペ
ン
的
な
岩
山
に
最
後
の
紅
葉
が

赤
く
燃
え
て
い
た
。

（
こ
の
寄
稿
は
歴
史
峠
ト
レ
ッ
キ
ン）

グ
の
あ
と
の
忘
学
会
の
席
で
、
執
筆

を
依
頼
し
た
ら
御
快
諾
下
さ
り
、
後

日
メ
ー
ル
で
送

つ
て
頂
い
た
も
の
で

す
。
　

Ｋ

・
Ｉ
）

翻
爾

圏

観

往
復
縦
走

十

一
月
月
例
山
行
報
告

長

野

珪

子

自
分
の
足
を
褒
め
て
や
り
た
い
と

思

っ
た

。
・
・

行
き
は
よ
い
よ
い
帰
り
は

・
・
・

一
一
月

一
五
日
夕
方
五
時
、
サ

ニ

ー
を
出
発
。
野
津
原
町
あ
た
り
か
ら

降
り
出
し
た
雨
は
、
五
カ
瀬
町
の
ス

キ
ー
場

（カ
シ
バ
ル
峠
）
で
の
遅
い
、

楽
し
い
夕
食
が
終
わ
る
頃
に
は
満
天

の
星
空
と
な

つ
た
。

夜
空
を
見
上
げ
て
誰
か
が

「オ
リ
オ

ン
座
や
！
」

「取
者
座
の
カ
ペ
ラ

や
！
」
、
す
る
と
誰
か
が

「ト
ヨ
タ

や
！
」

「
ミ
ツ
ビ
シ
や
！
」
と
応
酬

し
、
青
春
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ツ
プ

・
・
。

（失
礼
、
今
、
青
春
の
人
も

居
た
ん
だ
。
）
か
く
し
て
そ
の
夜
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
テ
ン
ト
や

マ
イ
カ
ー
で

お
寝
み
な
さ
い
。

翌
朝
、
車
を
杉
越
の
登
山
口
と
ス

キ
ー
場
ゲ
レ
ン
デ
の
最
上
部
に
分
け

て
置
い
た
。
登
り
は
グ
レ
ン
デ
側
か

ら
、
下
り
は
杉
越
経
由
で
登
山
口
に

と
い
う
こ
と
だ
。
六
時
二
七
分
に
ゲ

レ
ン
デ
出
発
、
向
坂
山

へ
は
二
七
分

で
山
頂
に
。
木
々
の
間
か
ら
三
方
山

が
西
方
に
、
南
に
は
霧
立
越
、
北
に

小
川
岳
と
、
山
々
が
幾
重
に
も
重
な

っ
て
見
え
る
。
さ
す
が
は
九
州
の
屋

根
だ
。
こ
こ
で
全
員
の
記
念
写
真
を

撮

っ
た
が
、
ア
ラ
ッ
、
未
到
着
者
が

一
人

・
・
・
・
．

（向
坂
山
に
て
）

さ
て
、
こ
こ
か
ら
熊
本
と
宮
崎
の

県
境
を
三
方
山
ま
で
往
復

一
一
，
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
縦
走
開
始
。

（七

時
五
分
）

最
近
は
長
距
離
を
歩
い
て
い
な
い

の
で
、
最
後
ま
で
歩
け
る
だ
ろ
う
か

と
少
し
不
安
だ

っ
た
が
、
ダ
メ
だ

っ

た
ら
途
中
で
止
め
れ
ば
い
い
ん
だ
か

ら
と
、
気
持
ち
を
軽
く
し
て
出
発
。

縦
走
路
は
ス
ズ
タ
ケ
が
か
な
り
幅

広
く
刈
ら
れ
て
い
て
、
周
り
は
プ
ナ

や
落
葉
樹
の
林
で
、
落
ち
葉
を
踏
み

）

な
が
ら
の
快
適
な
歩
き
と
な

つ
た
。

ど
こ
か
で
鹿

の
か
ん
高

い
鳴
き
声
が

二
つ
し
た
。

二
つ
目
の
ピ
ー
ク

（
一

三
二
九

ｍ
）
で
Ａ
さ
ん
が
、
　
コ
コ
）

ま
で
」
と
別
れ
る
時
、

「長
野
さ
ん

も
無
理
せ
ん
よ
う
に
」
と
優
し
い
言

葉
を
か
け
て
く
れ
た
。

さ
て
、
ま
だ
調
子
は
良

い
が
、
私

も
ど
こ
ま
で
行
け
る
や
ら
っ

い
く

つ

か
ピ
ー
ク
が
あ

つ
た
が
、　
一
番
低
い

鞍
部
と
の
高
低
差
が

一
六
〇
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
の
尾
根
道
で
歩
き
や
す
い
っ

大
き
な
倒
木
の
あ
る
あ
た
り
で
な
に

や
ら
よ
い
香
り
が
漂

っ
て
い
て
、
キ

ノ
コ
に
詳
し
い
Ｉ
さ
ん
が
ブ
ナ

ハ
リ

タ
ケ
の
香
り
と
教
え
て
く
れ
た
。
き

つ
さ
が
と
れ
る
よ
う
な
香
り
だ

っ
た
。

三
方
山
ま
で
の
道
は
実
に
良
く
整
備

さ
れ
て
い
て
、
標
識
も

一
〇
〇
〇
メ

ー
ト
ル
ご
と
に
あ
り
、
だ

い
た
い
三

〇
分
で
歩
い
た
。

九
時
五
〇
分
、
三
方
山
到
着
。

こ

こ
で
初
め
て
バ
ン
ザ
イ
と
ヤ
ツ
ホ
ー
。

心
な
し
か
、
皆
声
が
小
さ

い
。

（ネ

パ
ー
ル
に
行

っ
て
い
る
西
さ
ん
、
今

日
は
ど
う
し
て
い
る
か
な
？
）

昼
食
を
す
ま
せ
て
、　
一
〇
時
二
五

分
に
三
方
山
を
後
に
す
る
。
分
水
古

桜
の
樹
、
天
女
ガ
岩
な
ど
順
調
に
過

ぎ
た
。
自
分
の
足
を
ほ
め
て
や
り
た

い
、
な
ど
と
思

っ
て
歩
い
て
い
た
ら
、

最
後
の
ピ
ー
ク
で
大
事
な
足
が

つ
り

か
け
て
、
ヤ
バ
イ
！

・
。
。

「
足
が

つ
つ
た
。
」
と
声
を
上
げ
た
ら
、
Ｋ

さ
ん
が
塩
を
懸
め
た
ら
と
言
う
が
、

そ
ん
な
物
も

っ
て
な
い
。

Ｎ
さ
ん
が

効
く
か
ど
う
か
？
と
教
え
て
く
れ
た

簡
単
な

ス
ト
レ
ツ
チ
で
幸
い
に
治
ま

-2-



っ
た
が

・
・
・
。

（ま
さ
か
歳

の
せ

い
で
は
，
）

一
二
時
二
〇
分
に
向
坂
山
に
帰
り

着
い
た
。
　
〓

日
に
同
じ
山
に
二
回

登
る
の
は
初
め
て
の
経
験
。
」
と
誰

か
が
言

っ
て
た
が
私
も
そ
う
だ

つ
た
。

そ
し
て
そ
こ
に
は
、
朝
い
な
か

つ
た

一
人
が
出
迎
え
て
く
れ
て
、
二
回
目

の
記
念
撮
影
。
そ
し
て
白
岩
峠

（杉

越
）
を
経
て
登
山
口
に

一
四
時

一
〇

分
に
下
山
。
ゆ
く
秋
を
惜
し
み
な
が

ら
の
幸
せ
な
山
行
で
し
た
。

附
記
　
　
Ｋ
さ
ん
と
Ｓ
さ
ん
は
自
岩

峠
か
ら
白
岩
山
に
足
を
延
ば
し
て
下

山
し
て
来
ま
し
た
。

（十

一
月
十
六
日
）

参
加
者
…
安
部
、
飯
田
、
児
玉
、
佐

藤

（秀
）
、
佐
藤

（荘
）
、
遠
江
、

長
野

十

一
月
月
例
山
行
報
告

の
付
録

児

玉

章

良

私
と
佐
藤
荘
吾
先
生
は
、　
〓

一月

四
日
に
も
う

一
度

「五
カ
瀬
」
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
十

一
月
の
山
行
の

最
後
に
二
人
で

「自
岩
山
」
ま
で
足

を
延
ば
し
ま
し
た
が
、
家
に
帰

っ
て

「
み
や
ざ
き
百
山
」
を
見
る
と

「白

岩
山
」
と
山
頂
標
記
が
あ
っ
た
場
所

は

「自
岩
山
」
で
は
な
く

「白
岩
岩

峯
」
と
あ
り
ま
し
た
。

「自
岩
山
」

は
も
う
少
し
先
の
三
角
点
の
あ
る
場

ヽ

所
だ
と
書

い
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
こ
の
三
角
点
ま
で
行
か
な
け
れ

ば

「自
岩
山
」
に
登
つ
た
こ
と
に
な

ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
十
二
月
四

日
に
休
み
を
取

っ
て
リ
ベ
ン
ジ
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

先
に
、

「向
坂
山
」
か
ら
ス
キ
ー

場
を
挟
ん
で
見
え
て
い
た

「小
川
岳

（
一
五
四
二
。　
一
ｅ

」
に
登
り
、

次
に

「自
岩
岩
峯
」
そ
し
て

「
三
角

点

（
一
六
四
六
．
四

ｍ
」
に
登
り
ま

し
た
。
し
か
し

「白
岩
岩
峯
」
に
は

「白
岩
山
」
と
い
う
標
記
、
三
角
点

に
は

「水
呑
ノ
頭
」
と
あ
り
ま
し
た
。

も
う

一
度
、
違
う

「新
編
九
州
の
山

と
高
原

（折
元
著
」

「九
州
の
山

（立
石
著
）
」
を
見
る
と

「白
岩
岩

峯
」
が

「自
岩
山
」
で
、
三
角
点
は

「
水
呑
ノ
頭
」
と
な

つ
て
い
ま
し
た
。

ど
ち
ら
が
正
し
い
の
や
ら
？

こ
の
日
は
晴
天
で
し
た
。

ス
キ
ー

場
も
人
正
雪
で
し
た
が
オ
ー
プ
ン
し

て
い
ま
し
た
。
せ

っ
か
く
来
た
の
だ

か
ら
、　
一
泊
し
て
近
く
の

「祇
園
山

‥
揺
岳
」
に
登
ろ
う
と
思
い
ま
し
た

が
天
気
は
下
り
坂
と
の
こ
と
。

い
っ

た
ん
帰
宅
し
、
次
の
日
は
宇
目
町
の

「
天
神
原
山

（
二
等
三
角
点
）
」
、

「横
岳
」
に
登
り
ま
し
た
。

こ
の
山

は
と
て
も
登
り
や
す
い

「大
分
百

山
」
の

一
つ
で
す
。
小
雨
が
降
り
出

し
た
の
で
早
々
に
下
山
し
、
長
湯
に

行
き

「
温
泉
」
に
つ
か
り
、
学
校
の

忘
年
会

へ
と
出
発
し
ま
し
た
。
温
泉

か
ら
出
た

こ
ろ
に
は
雨
が
激
し
く
な

つ
て
い
ま
し
た
。

十
二
月
月
例
山
行
報
告

加

藤

英

彦

こ
の
と
こ
ろ
毎
年
の
暮
れ
は
、
忘

年
会
を
兼
ね
、
重
廣
恒
夫
さ
ん
を
囲

ん
で
行
わ
れ
て
き
た
恒
例
の
登
山
会
。

昨
年
は
重
廣
さ
ん
の
都
合
で
こ
の
企

画
は
出
来
な
か
つ
た
が
、
今
年
は
ア

シ
ツ
タ
ス
の

「峠
シ
リ
ー
ズ
」
を
登

場
さ
せ
て
恒
例
の
行
事
が
実
現
で
き

た
。十
二
月
十
三
日

（土
）
、
午
前
六

時
、
車
三
台
に
分
乗
し
て
サ

ニ
ー
出

発
。
七
時
過
ぎ
に
日
田
イ
ン
タ
ー
出

日
の
コ
ン
ビ
ニ
に
集
合
。
福
岡
か
ら

佐
藤

（秀
）
、
小
竹
の
到
着
を
待

っ

て
、
八
時
過
ぎ
、
四
台
に
て
出
発
。

途
中
、
携
帯
に
て
日
田
の
佐
藤
さ
ん

が
車
を
下
山
口
に
廻
す
運
転
手
を
乗

せ
て
追
い
か
け
て
く
る
と
の
連
絡
が

入
る
。
研
石
峠
に
は
す
で
に
福
岡
よ

り
の
ア
シ
ツ
ク
ス
一
行
三
名
も
到
着

し
て
い
た
。
一月
の
痛
み
を
う
つ
た
え

る
加
藤
が
、
車
を
廻
す
た
め
に
残
り
、

十

一
名
に
て
峠
を
出
発
。

峠
の
周
辺
の
林
は
う
っ
す
ら
と
雪

化
粧
だ
。
昨
夜
降

つ
た
雨
が
雪
に
変

わ

つ
た
の
だ
。
今
年
初
め
て
の
雪
だ

が
、
湿
っ
て
い
て
始
末
が
悪
い
。
安

部
さ
ん
と
女
性
二
名
は
大
日
岳
と
の

往
復
は
止
め
て
、
す
ぐ
に
釈
迦
岳
に
、

）

残
り
の
組
は
大
日
岳
を
ビ
ス
ト
ン
し

て
、
釈
迦
岳
～
岳
減
鬼
山

へ
の
縦
走

コ
ー
ス
を
と
る
。　
一
方
、
車
を
廻
す

べ
く
日
田
か
ら
佐
藤

（浩
）
が
運
転

手
四
名
を
乗
せ
て
到
着
を
待

っ
て
、

車
を
宝
珠
山
、
小
鹿
田
皿
山
経
由
に

て
中
山
林
道
終
点
ま
で
廻
す
。
最
後
、

林
道
の
登
り
で
雪
の
た
め
乗
用
車
二

台
は
ス
リ
ッ
プ
し
た
た
め
道
路
脇
に

放
置
し
て
、
あ
と
四
駆
二
台
を
最
終

点
ま
で
廻
す
。　
一
方
佐
藤

（浩
）
さ

ん
は
日
田
に

一
旦
引
き
返
し
、
待
機

中
の
西
、
小
竹
を
乗
せ
て
林
道
終
点

ま
で
来
て
、
こ
こ
で
四
人
の
運
転
手

を
乗
せ
て
日
田
に
引
き
返
す
。
今
晩

の
忘
年
会
で
宿
に
て
再
会
を
約
し
て
。

こ
こ
か
ら
、
加
藤
、
西
、
小
竹
三

人
は
登
山
開
始
。

（十

一
‥
○
○
）

昨
夜
の
雪
で
湿
つ
た
状
態
の
、
雪
道

を
登
り
に
か
か
る
。
法
幸
岩
を
過
ぎ
、

岳
滅
鬼
峠
ま
で
は
二
十
分
で
到
着
。

こ
こ
か
ら
の
縦
走
路
は
雪
が
少
し
多

く
な
っ
て

一
人
の
先
行
の
足
跡
が
確

認
で
き
る
ほ
ど
で
あ
る
。　
一
峰
の
岩

場
の
と
こ
ろ
に
は
丸
太
で
組
ん
だ
は

し
ご
が
あ
る
。
二
峰
の
登
り
は
ロ
ー

プ
が
あ
り
、
雪
が
ロ
ー
プ
に
つ
い
た

状
態
で
、
手
袋
に
雪
が
湿
つ
て
い
て

濡
れ
て
く
る
。
三
峰
の
い
や
ら
し
い

登
り
と
も
同
じ
雪
の
状
態
で
あ
る
。

岳
滅
鬼
山
頂
付
近
よ
り
振
り
返
る

と
、
英
彦
山
本
峰
北
側
は
真

っ
白
に

な

つ
て
い
る
。
最
高
点
を
過
ぎ
、
三

角
点
の
あ
る
山
頂
に
到
着
。

（十
二

‥
〇
〇
）

一
人
で
昼
食
を
と
っ
て
い

る
と
二
五
分
遅
れ
て
西
、
小
竹
の
ビ

ス
タ
リ
ー
組
が
到
着
。
曇
天
の
空
で
、

日
が
さ
す
と

一
瞬
温
か
い
山
頂
だ
が
、

日
が
陰
る
と
雪
の
た
め
に
や
や
寒
い
。

縦
走
組
を

コ
ー
ル
す
る
が
反
応
な
し
。

待

つ
こ
と
し
ば
し
。
¨

下
か
ら

コ
ー
ル
で
縦
走
路

へ
出
む

か
え
、
新
雪
の
中
、
ザ
ク
ザ
ク
と
雪

の
中
、
二
人

（安
部
、
長
野
、
今

山
）
が
大
日
岳
を
ピ
ス
ト
ン
し
な
か

っ
た
分
早
く
到
着
す
る
。

（十
二

‥

五
十
）
す
ぐ
に
昼
食
を
と
る
。
大
日

岳
を
ビ
ス
ト
ン
し
た
組

（重
廣
氏
以

下
七
名
）
は
そ
れ
か
ら
遅
れ
る
こ
と

二
五
分
で
到
着
。
安
部
組
は
追

い
つ

か
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
い
つ
つ

歩
い
た
が
、
さ
す
が
に
大
日
岳
ビ
ス

ト
ン
に
約
二
時
間
か
か
っ
た
の
で
、

迫

い
つ
く
の
は
無
理
だ

っ
た
と
い
う

こ
と
だ
。

（岳
滅
鬼
山
に
て
）

全
員
揃

っ
た
と
こ
ろ
で
記
念
撮
影
。

そ
し
て
万
歳
の
音
頭
を
佐
藤

（秀
）

君
で
。
四
名

（安
部
、
西
、
小
竹
、

長
野
）
は
三
峰
の
下
り
を
敬
遠
し
て
、

頂
上
よ
り
直
接
林
道
に
下
る
ル
ー
ト



を
、
佐
藤

（浩
）
さ
ん
か
ら
教
わ

つ

て
い
た
の
で
、
そ
の
ル
ー
ト
を
と
る

べ
く
下

つ
て
い
つ
た
。
残
り
の
組
は

西
あ
ず
さ

の
つ
く

つ
た
熱
い
甘
酒
を

い
た
だ
き
、
下
山

へ
。

峠
ま
で
の
ロ
ー
プ
の
場
所
は
慎
重

に
。
峠
で
は
今
回
の
主
目
的
で
あ
る

岳
滅
鬼
峠
の
藩
境
石
を
バ

ツ
ク
に
記

念
撮
影
。
さ
す
が
に
目
的
と
選
ん
だ

だ
け
の
峠
で
あ
る
。
歴
史
を
感
じ
さ

せ
る
石
で
あ
る
。
往
時
の
繁
栄
が
し

の
ば
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

峠
か
ら
右

へ
車
置
き
場
ま
で
下
る
途

中
の
法
華
岩
も
注
目
さ
れ
る
古

い
遺

跡
で
あ
り
、
写
真

の
好
材
料
と
な
る
。

林
道

へ
出
て
、
四
台
に
分
乗
し
て

日
田

へ
“
途
中
心
配
し
た
が
、
西
さ

ん

一
行
四
名
が
す
で
に
林
道
に
出
て
、

先
に
歩

い
て
下

つ
て
い
る
と
こ
ろ
と

携
帯
に
て
連
絡
が
と
れ
、
四
名
を
収

容
し
て
四
台
で
日
田

へ
。
小
松
軒
到

着
午
後
五
時
。

入
浴
後
、
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら

忘
年
会
と
な
り
、
泊
ま
り
だ
け
の
組

や
、
日
田
か
ら
の
二
名
も
加
わ

っ
て
、

合
計
二
十
四
名
の
宴
会
と
な
る
。
支

部
長
あ
い
さ

つ
の
の
ち
、
重
廣
さ
ん

よ
り
今
回
の
行
事
の
こ
と
を
含
め
て

の
ご
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ
き
、
佐
藤

（浩
）
副
支
部
長
の
音
頭
で
乾
杯
し
、

い
つ
も
の
宴
会
と
な
る
。

宴
た
け
な
わ
と
な

つ
た
と
こ
ろ
で

一
人
づ

つ
自
己
紹
介
と

一
言
を
い
た

だ
き
、
ア
シ
ツ
ク
ス
の
Ｔ
シ
ヤ
ツ
、

バ
ン
ダ
ナ
の
お
土
産
を
い
た
だ
き
、

全
員
の
サ
イ
ン
を
も
ら
う
。
さ
ら
に

重
廣
さ
ん
の
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
ミ

ニ

講
演
を
頂
き
、
次
回
は
来
年
二
月
二

十
九
日
の
冷
水
峠
で
の
歴
史
峠
ト
レ

ツ
キ
ン
グ
で
、
ま
た
重
廣
さ
ん
と
の

再
会
を
約
ｔ
、
宴
会
を
終
了
。

（十
二
月
十
二
日
）

◎
参
加
者
‥
安
部
、
今
山
、
加
藤
、

小
竹
、
佐
藤

（秀
）
）
、
重
留
、
長

野
、
西

（あ
）
、
西

（孝
）
、
渡
部
、

重
廣

（他
ア
シ
ッ
ク
ス
三
名
）

◎
忘
年
会
の
み
参
加
者
…
阿
部
、
阿

南
、
安
藤
、
飯
田
、
宇
津
官
、
梅
木
、

瓜
生
、
後
藤
、
佐
藤

（浩
）
、
首
藤
、

藤
野
、
星
子

寺
前
を
通
り
、
鬼
が

一
夜
で
築

い
た

と
い
う
石
段
を
ゆ
つ
く
り
と
登
り
、

熊
野
磨
涯
仏

へ
。

い
つ
来
て
も
こ
の

二
体
の
磨
涯
仏
は
大
分
の
誇
れ
る
文

化
遺
産
だ
。
重
廣
さ
ん
も
し
ば
し
の

間
見
と
れ
な
が
ら
の
写
真
撮
影
の
時

間
と
な
る
。

熊
野
神
社
よ
り
登
山
道
と
な
る
。

尾
根
に
出
る
と
絶
好
の
天
候
と
な
り
、

す
ぐ
に
由
布
、
鶴
見
が
南
西
側
に
見

わ
た
せ
、
市
側
に
は
別
府
湾
を
望
ん

で
大
分
南
部
の
山
な
み
が
く

っ
き
り

と
、
西
側
に
は
鹿
嵐
や
八
面
山
が
は

っ
き
り
と
見
わ
た
せ
る
。

や
が
て
山
頂
着
。
　
２

０

‥
三
〇
）

西
さ
ん
と
合
流
し
、
早
い
昼
食
を
と

る
。
旅
館
の
弁
当
は
お
に
ぎ
り
だ
け
。

ス
ー
プ
を
沸
か
し
、
あ
と
コ
ー
ヒ
ー
、

紅
茶
、
こ
ぶ
茶
と
ホ
ツ
ト
な
味
が
う

ま
い
。
大
観
峰

へ
の
ク
サ
リ
登
り
は
慎
重

に
。
全
員
山
頂
に
て
記
念
撮
影
。
あ

と
は
ス
ギ
林
を

一
気
に
下
っ
て
登
山

口
の
駐
車
場

へ
。
　
２

一
丁
・○
○
）

置
い
て
あ
っ
た
渡
部
さ
ん
の
車
に

て
熊
野
駐
車
場

へ
車
を
回
収
し
、
山

香
温
泉

（風
の
郷
）
に
て
入
浴
。
大

分

へ
直
接
帰
る
渡
部
さ
ん
と
別
れ
て
、

飛
行
機
の
時
間
が
あ
る
の
で
両
子
寺

の
仁
王
像
を
見
て
、
梅
園
記
念
館
に

寄
り
、
梅
園
の
里
に
て
ソ
バ
を
食
い
、

大
分
空
港
に
て
重
廣
さ
ん
を
送
り
、

今
回
の
山
行
は
無
事
終
了
し
た
。

（十
二
月
十
四
日
）

参
加
者
…
加
藤
、

渡
部

重
廣
、
牧
野
、
西
、

一
月
月
例
山
行
報
告

渡

部

昭

三

山
行
の
前
日
、
西
さ
ん
か
ら
出
発

時
間
を
五
時
か
ら
五
時
五
十
分
に
変

じ

更
す
る
と
の
電
話
が
あ
り
、
ゆ

っ
く

り
出
来
る
と
喜
ん
で
、
目
覚
時
計
を

五
時
十
分
に
変
更
セ
ッ
ト
し
た
ま
で

は
よ
か
っ
た
が
、
車
を
預
け
る
時
間

を
考
慮
し
て
な
ぐ
、
初
め
て
三
分
遅

対
す
る
。
す
で
に
参
加
者
全
員
車
に

乗
り
込
ん
で
お
り
、
五
時
五
五
分
に

サ

ニ
ー
を
二
台
の
車
で
出
発
ｔ
、
、

途
中
六
時
四
十
分
ご
ろ
湯
平
大
橋
で

別
府
か
ら
の
飯
田
勝
之
さ
ん
、
福
岡

か
ら
参
加
の
佐
藤
秀
二
さ
ん
と
合
流

す
る
。
湯
平
温
泉
を
過
ぎ
る
と
道
路
に
雪

が
あ
る
が
、
広
域
農
道
の
坂
道
を
四

輸
駆
動
車
は
ら
く
ら
く
上

っ
て
い
く
。

扇
山
団
地
入
リ
ロ
を
林
道
に
入
る
と

雪
の
量
が
さ
ら
に
増
え
、
牧
場
入
り

口
で
チ

エ
ー
ン
を
装
着
す
る
。
普
通

車

一
台
を
農
道
に
置
い
て
、
三
台
に

分
乗
し
て
雪
の
林
道
に
入
る
。
林
道

は
車
の
轍
は
つ
い
て
い
る
が
、
積
雪

の
深
ま
る
中
、
ス
リ
ツ
プ
に
注
意
し

な
が
ら
ゆ
つ
く
り
と
進
む
っ
先
頭
の

飯
田
さ
ん
の
車
が
石
と
雷
と
が

つ
か

え
て
動
け
な
く
な
り
、
安
部
先
生
持

参
の
ス
コ
ン
プ
で
除
雪
し
て
進
む
。

（雪
山
に
は
ス
コ
ツ
プ
、
鋸
、
鈍
な

ど
は
積
ん
で
お
く
と
い
い
な
あ
と
教

え
ら
れ
ま
し
た
。
）

雪
は
ま
す
ま
す
深
く
な
り
、　
一
．

五
キ
ロ
ほ
ど
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
杉
の

本
が
倒
れ
て
道
を
塞
ぎ
、
そ
か
ら
先

は
に
は
轍
も
な
く
、
谷
沿
い
に
続
く

道
は
深
い
雪
に
覆
わ
れ
た
ま
ま
で
あ

る
。
奥
山
の
静
寂
の
中
、
粉
雪
が
朝

日
に
き
ら
き
ら
と
舞
う
素
晴
ら
し
い

光
景
に
会
え
た
。

鶴
首
会
談
の
結
果
、
当
初
計
画
の

時
山
（九
五
人
３
）
の

雪
の
中
を
歩
く

田
原
山
（鋸
山
）

十
二
月
十
四
日
午
前
七
時
、
車
二

台
が
小
松
軒
前
で
全
員
の
見
送
り
を

受
け
、
濃
い
霧
に
つ
つ
ま
れ
た
日
田

の
街
を
出
発
。
今
日
は
参
加
者
が
僅

か
四
名

（重
廣
、
西
、
渡
部
、
加

藤
）
だ
け
で
あ
る
。
高
速
大
分
自
動

車
道
を
日
田
よ
り
入
り
、
由
布
院
を

過
ぎ
、
速
見
イ
ン
タ
ー
に
て

一
般
道

へ
下
り
、
山
香
の
町

へ
。

コ
ン
ビ
ニ

に
て
食
料
を
調
達
し
、
下
市
北
交
差

点
を
右
折
し
、
速
見
地
区
広
域
道
を

東
に
向
か
い
鋸
山
ト
ン
ネ
ル
手
前
の

駐
車
場

へ
ｆ
こ
こ
で
西
さ
ん
を
降
ろ

し
、
渡
部
さ
ん
の
車
を
置
い
て
熊
野

の
駐
車
場

へ
廻
る
。
こ
こ
で
本
■
の

み
参
加
の
大
分
か
ら
の
牧
野
さ
ん
と

合
流
し
四
名
に
て
出
発
。

（八

‥
五

〇
）
　

　

・

入
場
料
二
〇
〇
円
を
払
い
、
胎
蔵

↓

（鋸
山
大
観
峰
に
て
）

無
名
岩
、
経
岩
、
杓
子
岩
と
つ
づ

い
た
岩
峰
歩
き
も
快
適
だ
。
囲
観
音

で
い
つ
た
ん
岩
場
を
降
り
、
ま
た
岩

峰

へ
も
ど
る
と
、
前
方
の
人
方
岳
山

頂
に
西
さ
ん
が
登
っ
て
い
る
の
が
見

え
、
コ
ー
ル
す
る
。
岩
も
か
わ
い
て

お
り
快
適
な
岩
峰
歩
き
の
登
山
と
な

る
。
昨
日
の
雪
と
は
大
ち
が
い
だ
。
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ナ
ガ
ミ
ズ
山
と
フ
キ
タ
サ
山
を
断
念

し
、
代
わ
り
に
登
る
近
く
の
山
と
し

て
時
山

（ト
キ
サ
ン
五
九
人

ｍ
）
が

選
ば
れ
た
。
　
　
　
・

雪
道
を
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
、
広
域
農

道
を
阿
蘇
野
に
入
り
、
内
山
集
落
で

は
駅
伝
の
た
め
の
雪
か
き
や
ラ
イ
ン

引
き
を
し
て
い
る
の
を
見
な
が
ら
「

内
山
大
池
方
面
に
至
る
林
道

へ
と
左

折
す
る
。
こ
の
林
道
も
雪
が
深
く
、

傾
斜
が
急
に
な
る
と
四
駆
も
前
進
が

厳
し
く
な
り
、
道
路
脇
の
適
当
な
広

場
を
見
つ
け
て
駐
車
す
る
。

こ
こ
か
ら
林
道
歩
き
だ
。
九
時
四

十
三
分
に
出
発
す
る
。
十
五
分
ほ
ど

登
る
と
林
道
は
三
叉
路
の
分
岐
で
、

地
図
を
見
な
が
ら
大
池
方
面

へ
の
林

道
と
別
れ
て
右
折
す
る
。
登
る
に
つ

れ
て
雪
は
ま
す
ま
す
深
く
な
り
、
先

頭
は
飯
田
さ
ん
と
佐
藤

（秀
）
さ
ん

が
ラ
ッ
セ
ル
し
な
が
ら
進
む
。

「も

う
少
し
歩
幅
を
小
さ
く
し
て
」
と
後

ろ
か
ら
声
あ
り
、
前
の
人
の
足
跡
を

た
ど
り
な
が
ら
登
っ
て
い
く
。

天
候
は
時
々
薄
日
が
さ
し
、
粉
雪

が
舞
う
が
、
風
は
弱
く
０
登
る
ほ
ど

に
途
中
で

一
枚
脱
ぐ
ほ
ど
の
穏
や
か

さ
で
あ
る
。
山
腹
を
登

っ
て
い
く
林

道
は
、
高
度
を
増
す
に
つ
れ
視
界
も

開
け
て
、
右
手

（南
）
に
阿
蘇
野
の

田
畑
や
原
野
が
俯
敵
さ
れ
、
真
ん
中

に
鍋
谷
川
が
流
れ
、
周
囲
の
山
々
も

自
く
輝
い
て
い
た
。
九
重
連
山
は
頂

上
部
分
が
雲
に
隠
れ
て
見
え
な
い
が

手
前
の
花
牟
礼
山
、
ナ
ガ
ミ
ズ
山
が

谷
を
挟
ん
で
近
く
に
、
そ
し
て
そ
の

左
手
の
遠
く
に
は
祖
母
、
傾
、
桑
原

山
が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
し
ば

¨
）

し
眺
望
を
楽
し
む
。

三
叉
路
か
ら
五
十
分
ほ
ど
登
る
と

林
道
は
い
っ
た
ん
時
山
に
連
な
る
主

稜
上
に
出
た
。
そ
こ
か
ら
は
雪
に
煙

つ
て
由
布
、
鶴
見
と
雨
乞
、
城
ガ
岳

が
か
す
か
に
見
え
た
。
林
道
は
右

（南
東
）
に
稜
線
上
の
い
く

つ
か
の

ピ
ー
ク
を
巻
く
よ
う
に
し
て
ど
ん
ど

ん
登

っ
て
お
り
、
最
後
の
ピ
ー
ク
の

市
を
巻

い
て
そ
の
肩
に
出
る
と
、
そ

の
ま
ま
向
こ
う

へ
下
っ
て
い
る
。
そ

２
肩
か
ら
左
に
引
き
返
す
よ
う
に
灌

木
の
尾
根
を
掻
き
分
け
る
と
五
分
ほ

ど
で
山
頂
に
着

い
た
。
十

一
時
二
十

五
分
で
あ
る
。

（時
山
山
項
に
て
）

山
頂
は
樹
木
に
覆
わ
れ
て
お
り
、

北
側
は
低
い
樹
木
の
梢
越
し
に
、
庄

内
の
田
畑
や
集
落
を
挟
ん
で
雨
乞
岳

や
城
ガ
岳
が
雪
に
煙
つ
て
か
す
か
に

見
え
て
い
る
。
大
き
な
岩
の
前
に
は

「時
山
山
頂
九
五
人

ｍ
」
の
標
識
が

立

つ
て
い
る
。
二
等
の
三
角
点
が
あ

る
は
ず
と
皆
で
雪
を
掘

っ
た
り
、
ス

テ
イ
ツ
ク
を
突

っ
込
ん
で
探
す
が
な

か
な
か
見

つ
か
ら
な
い
。

立

つ
た
ま
ま
で
昼
食
を
と
り
、
西

さ
ん
の
音
頭
で

「
万
歳
」
と

「
ヤ
ッ

ホ
ー
」
で
締
め
た
あ
と
、
記
念
写
真

を
撮
る
。
そ
の
後
も
う

一
度
三
角
点

を
探
す
が
見

つ
か
ら
ず
、
あ
き
ら
め

て

一
二
時
少
し
前
に
下
山
開
始
。

下
り
は
登
り
の
足
跡
を
す
べ
る
よ

う
に
し
て
下
り
て
、　
〓

一時
五
〇
分

に
車
の
と
こ
ろ
に
着
く
。
帰
路
は
途

中
湯
平
温
泉
の

「銀
の
湯
」

（入
浴

料

一
〇
〇
円
）
に
入
り
い
山
行
の
疲

れ
を
癒
し
、
至
福
の
時
を
過
ご
す
。

今
回
は
雪
に
立
ち
往
生
し
た
り
、

目
的
の
山
を
変
更
す
る
な
ど

ハ
プ

ニ

ン
グ
続
き
で
し
た
が
、
雪
山
登
山
の

経
験
の
少
な
い
私
に
と

っ
て
は
思
い

出
に
残
る
楽
し
い
山
行
で
し
た
。
ま

た
時
山
に
は
林
道
が
山
頂
近
く
ま
で

上

っ
て
お
り
、　
ハ
イ
キ
ン
グ
向
き
の

山
で
、
今
回
の
ハ
プ

ニ
ン
グ
が
な
か

つ
た
ら
登
る
こ
と
は
な
か
つ
た
と

ハ

プ

ニ
ン
グ
に
感
謝

・
・
・
。

（
一
月
二
十
五
日
）

駄
句
を
少
々

・
ひ
と
す
じ
に
雪
踏
み
分
け
し
初
登
山

・
駅
伝
に
部
落
総
出
の
除
雪
か
な

。
時
山
や
三
角
点
は
雪
の
中

参
加
者
１
安
部
、
飯
田
、
石
川
、
加

賀
、
佐
藤
、
中
野
、
長
野
、
西
、
渡

部

（社
）
日
本
山
岳
会

九
州
地
区
五
支
部

懇
談
会
報
告

佐
藤

秀

二

平
成

一
六
年

一
月

一
七
日

（土
）

か
ら

一
人
日

（日
）
に
宮
崎
市
で
日

本
山
岳
会
の
九
州
地
区
五
支
部
懇
談

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
一
七
日
は
、

今
冬

一
番
の
寒
波
襲
来
で
、
北
部
九

州
で
は
か
な
り
の
雪
が
降
り
、
交
通

が
寸
断
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

東
九
州
支
部
は
大
分
を

一
〇
時
前

に
出
発
し
た
も
の
の
、
先
発
し
た
飯

田
さ
ん
の
連
絡
で
、
二
重
経
由
の
国

道
三
二
六
号
線
は
積
雪
で
三
国
峠
が

通
行
不
能
の
状
態
ど
連
絡
が
入
り
、

国
道

一
〇
号
線
を
南
下
す
る
佐
伯
経

由
の
道
に
変
更
。
し
か
し
、
心
配
し

て
い
た
宗
太
郎
峠
の
手
前
の
重
岡
の

上
り
坂
で
積
雪
の
影
響
と
思
わ
れ
る

渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
、
こ
こ
で
約
四

〇
分
以
上
の
足
止
め
。
そ
の
結
果
、

予
定
よ
り
お
よ
そ

一
時
間
遅
れ
て
宮

崎
市
の
懇
談
会
場
で
あ
る

「
ひ
ま
わ

り
荘
」
に
到
着
し
ま
し
た
。

会
議
の
開
始
時
間
に
間
に
合
わ
ず
、

会
議
中
の
会
場
に
入
場
。
ち
ょ
う
ど

各
支
部
の
活
動
状
況
報
告
が
終
わ
っ

た
と
こ
ろ
で
、
早
々
に
梅
本
支
部
長

が
、
東
九
州
支
部
の
活
動
状
況
を
報

告
。

「大
分
百
山
」
の
発
刊
や
月
例

登
山
で
分
水
嶺
の
山
に
登
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
記
念
品
贈
呈
で
、
宮
崎

支
部
会
員
の
手
作
り
の
焼
き
物

（
コ

ー
ヒ
ー

マ
グ
）
の
贈
り
物
が
全
員
に

あ
り
、
続
い
て
記
念
講
話
で
、
本
部

の
藤
本
慶
光
理
事
よ
り
Ｊ
Ａ
Ｃ

一
〇

〇
周
年
記
念
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
記
念
大
会
の

こ
と
や
記
念
誌
の
発
刊
、
記
念
山
行

と
し
て
は
本
来
な
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
な
ど

の
高
山
に
登
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
け

ど
、
も
は
や

エ
ベ
レ
ス
■
も
お
金
が

あ
れ
ば
登
れ
る
こ
と
や
七
千
メ
ー
ト

ル
級

の
未
踏
峰
に
登

つ
て
も
イ
ン
パ

ク
ト
が
な
く
登
れ
る
人
数
も
し
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
み
ん
な
で
登
れ
る

山
を
と
い
う
こ
と
で

「分
水
嶺
」
を

計
画
し
た
こ
と
な
ど
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

一
七
日
の
会
議
は
こ
れ
で
終
了
．

こ
の
後
お
楽
し
み
の
懇
親
会
が
行
わ

れ
、
各
支
部
か
ら
の
出
し
物
な
ど
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
他
の

支
部
は
い

つ
も
な
が
ら
の
歌
謡
シ
ョ

ー
で
し
た
が
、
東
九
州
支
部
は

「大

分
弁
」
を

一
人
づ

つ
み
ん
な
で
披
露

し
て
結
構
う
け
て
い
ま
し
た
。
珍
し

い
大
分
弁
に

「
お
も
し
ろ
か

つ
た
」

と
楽
し
ん
で
頂
け
た
よ
う
で
す
。

翌

一
人
日
は
、
交
流
登
山
で
国
富

町
の
釈
迦

ヶ
岳
に
登
山
。

こ
の
日
は
、

延
岡
か
ら
太
田
さ
ん
も
参
加
。
登
山

口
で
は
宮
崎
支
部

の
リ
ー
ダ
ー
の
指

導
で
入
念
な
準
備
運
動
。
そ
の
後
各

支
部
に
宮
崎
支
部
の
人
が
二
名
ず

っ

付
い
て
登
山
開
始
。
登
り
日
の
法
華

岳
公
園
か
ら
山
頂
ま
で
は
お
よ
そ
二

時
間
。
登
山
道
に
は
、　
一
合
日
ご
と
に
そ

れ
を
示
す
標
識
が
あ
り
、
わ
か
り
や
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す
く
、
途
中
の
六
合
目
ま
で
は
、
林

道
工
事
中
の
た
め
迂
回
路
を
巡
り
な

が
ら
の
登
山
。
近
い
将
来
六
合
目
ま

で
林
道
が
舗
装
さ
れ
て
登
る
山
で
は

な
く
な
り
そ
う
で
す
。
六
合
目
か
ら

山
道
に
入
り
、
少
し
の
急
登
の
後
、

尾
根
道
を
登
り
、
高
度
を
上
げ
て
い

く
と
、
後
方
に
は
遠
く
日
向
灘
が
見

え
て
き
て
、
左
手

（南
方
）
に
は
薄

く
雪
化
粧
し
た
高
千
穂
ノ
峰
な
ど
が

樹
間
に
に
見
え
た
り
し
き
ま
し
た
。

や
が
て
山
腹
を
ジ
グ
ザ
グ
し
た
後
、

最
後
の
稜
線
を
ひ
と
登
り
で
、
本
造

の
上
屋

（薬
師
寺
奥
院
）
の
あ
る
山

頂
到
着
。
振
り
返
る
と
露
に
煙

っ
て

日
射
し
に
眩
し
く
宮
崎
平
野
が
広
が

っ
て
見
え
て
い
ま
す
。
奥
院

の
後
ろ

の
坂
を
ち
よ
つ
と
登
る
と
三
角
点
の

あ
る
小
広
場
で
、
前
方

（西
方
）
に

掃
部
岳
、
式
部
岳
と
そ
れ
に
連
な
る

稜
線
が
連
な

つ
て
見
え
ま
し
た
。

（釈
迦
ガ
岳
山
頂
に
て
）

山
頂
で
東
九
州
支
部
が
バ
ン
ザ
イ

を
す
る
と
、
熊
本
文
部
も
負
け
ず
に

ヤ
ッ
ホ
ー
を
し
、
バ
ン
ザ
イ
と
ヤ
ツ

ホ
ー
の
競
演
で
す
。
そ
の
後
支
部
ご

と
に
記
念
撮
影
を
し
て
下
山
。

駐
車
場
で
昼
食
を
と
り
、
道
路
の

心
配
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
後
の

「酒
仙
の
社
」
の
見
学
を
パ
ス
し
て
、

大
分

へ
戻
り
ま
し
た
。
（
一
月

一
人
口
）

参
加
者
…
飯
田
、
加
藤
、
佐
藤
、
西
、

太
田
、

（梅
本
＝
懇
談
会
出
席
）

・
　

　

西

あ

ず

さ

快
晴
な
が
ら
強
風
の
た
め
指
先
は

だ
ん
だ
ん
感
覚
が
薄
れ
て
い
き
、
尾

根
に
出
る
手
前
は
斜
度
も
き
つ
く
な

り
、
鼓
動
は
早
鐘
の
よ
う
に
激
し
く

打
ち
、
足
取
り
も
重
く
な
り
ま
す
ｃ

尾
根
に
出
る
と
、
北
か
ら
の
烈
風
に

さ
ら
さ
れ
立
っ
て
い
る
の
も
ま
ま
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
山
頂
ま
で
あ

と
わ
ず
か
で
す
。

樹
林
帯
で
は
三
メ
ー
ト
ル
を
越
え

て
い
る
は
ず
の
積
雪
が
、
暖
冬
の
影

響
で
ニ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
山
頂
は
強

風
で
新
雪
は
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
足
の

下
は
凍
て
つ
い
た
か
た
い
雪
で
覆
わ

れ
て
い
ま
す
。
気
温
は
快
晴
で
も
常

↓

に
マ
イ
ナ
ス

一
〇
度
を
下
回
り
、
強

風
の
た
め
体
感
気
温
は
ぐ
ん
ぐ
ん
下

が
り
ま
す
。

…
…
つ
と
、
こ
こ
ま
で
書
く
と
、
ど

こ
の
山
だ
か
知
り
た
く
な
り
ま
す
よ

ね
！実
は
、
北
海
道
の
ニ
セ

コ
ア
ン
ヌ

プ
リ
貧

〓
一〇
八
こ
で
し
た
。
え

っ
！

あ
の
有
名
な
ス
キ
ー
場
で
す
。

一一
セ

コ
ア
ン
ヌ
プ
リ
は
南
斜
面
を
中
心
に

西
か
ら
ア
ン
ヌ
プ
リ
、
東
山
、
ひ
ら

ふ
、
花
園
と
四
つ
の
ス
キ
ー
場
が
一覇

形
に
広
が

っ
て
い
ま
す
。

ひ
ら
ふ
の
山
頂
リ
フ
ト
終
点
か
ら

四
〇
分
ほ
ど
登
れ
ば
山
頂
に
着
き
ま

す
。
と
は
言
え
、
二
五
度
か
ら
四
〇

度
の
斜
面
を
ス
キ
ー
プ
ー
ツ
で
登
る

こ
と
に
な
る
上
に
、
板
を
担
が
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
板
を
持

つ
手
が

冷
た
く
痺
れ
て
き
ま
す
。

（
ニ
セ
コ
ス
キ
ー
場
に
て
）

ル
ー
ト
が
無
い
の
で
、
晴
れ
て
見

通
し
の
良

い
口
で
な
け
れ
ば
パ
ト

ロ

―
ル
か
ら
警
告
を
受
け
ソ
フ
ト
券
を

没
収
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

尾
根
に
出
る
と
、
初
め
て
見
る
北

斜
面
の
景
色
に
息
を
の
み
ま
す
が
、

風
を
真
正
面
に
受
け
る
の
で
立

つ
て

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
尾
根
か
ら
は
緩
や

か
な
登
り
で
山
頂
に
着
き
ま
す
。

チ
セ
ヌ
プ
リ
に
ワ
イ
ス
ホ
ル
ン
、

羊
蹄
山
に
日
本
海
ま
で
見
え
ま
す
。

山
頂
で
パ
ノ
ラ
マ
を
満
喫
し
た
ら
、

さ
あ
五
〇
〇
〇
ヨ
を

一
気
に
滑
降
で
す
。

だ
１
れ
も
滑

っ
て
な

い
ス
ロ
ー
プ

に
シ

ュ
プ
ー
ル
を
描
く
の
は
爽
快
で

す
。
…
…
と
書
く
と
、
そ
―
と
―
う

ま
そ
う
で
す
が
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が

ら
冷
や
汗
を
流
し
、
時
折
入
る

つ
も

り
も
な
い
吹
き
溜
ま
り
に
突

っ
込
ん

で
腰
ま
で
は
ま
り
な
が
ら
、
本
来
の

グ
レ
ン
デ
に
戻
り
ま
す
。

一
月
の
ニ
セ

コ
は
連
日
吹
雪
が
当

た
り
前
で
、
三
日
間
も
晴
れ
続
き
は

珍
し
い
こ
と
と
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
オ
ー

ナ
ー
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
去
年
の
圧

雪
し
な
い
樹
林

コ
ー
ス
は
新
雪
に
膝

ま
で
入

っ
て
滑
り
ま
し
た
が
、
今
年

は
足
首
ま
で
で
す
。

こ
れ
も
地
球
温

暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
？

登
山
者
で
は
な
く
ス
キ
ー
ヤ
ー
と

し
て
ニ
セ

コ
に
行

っ
た
の
で
、
山
頂

に
登
る
気
な
ど
更

々
無
か
っ
た
の
で

す
が
、
あ
ま
り
に
晴
れ
上
が

つ
た
空

に
導
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ス
キ
ー
の
つ
い
で
に
ピ
ー
ク

ハ
ン

ト
し
た

ニ
セ

コ
ア
ン
ヌ
プ
リ
は
、
な

ん
と
三
百
名
山
の

一
つ
で
し
た
１

V

ン
/い

,1フ 〆 、
1つ
卜か
に の
つ バ

い リ
て■
飯

田

勝

之‐

‰
国

観

圏
―

シ

ヨ

穴
丁
越
と
池
原

ル
ー
ト
（あ
９

行
二
名
は
、
人
丁
越
か
ら
目
前

一そ
り
立

つ
大
障
子
を
目
指
し
て

に
そ
ヽ
山
頂
で
缶
ビ
ー
ル
と
ウ
イ
ス

登
“
で
ち
よ
つ
と
ご
機
嫌
に
な
り
雄

キ
ー
景
色
を
楽
し
む
。

池
原
と
祖
母
を
望
む
）

一秋
の
朝
の
冷
え
込
み
は
、
祖
母

飾
の
山
頂
を
霧
氷
が
自
く
染
め
、

ゃ
信
の
九
重
連
山
も
項
を
自
く
見
せ

遠
ど
る
。
タ

ッ
プ
リ
景
色
を
楽
し
ん

て
ぃ
は
八
丁
越

へ
引
き
返
し
、
再
び

だ
雑

大
障
子
岩
か
ら
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ザ
ッ
ク
を
背
に
し
て
池
原
を
目
指
し

て
進
ん
だ
。

真
新
し
い
光
沢
を
見
せ
る
プ
ナ
の

落
ち
葉
が
、
道
を
厚
く
敷
き
つ
め
て

い
る
稜
線
は
、
歩
く
た
び
に
サ
ラ
サ

ラ
と
音
が
す
る
。
す

っ
か
り
葉
を
落

と
し
た
木
々
の
向
こ
う
に
は
絶
え
ず

九
重
連
山
が
眺
め
ら
れ
て
、
本
漏
れ

日
が
明
る
く
降
り
注
ぐ
稜
線
は
快
適

な
逍
邊

コ
ー
ス
で
あ
る
．
池
原
の
三

角
点
を
撫
で
て
、
展
望
岩
の
上
で
昼

食
を
取
り
、
下
り
に
か
か
る
。

池
原
か
ら
直
に
メ
ン
ノ
ツ
ラ
谷

に
下
る
ル
ー
ト
も
入
り
口
を
見
つ
け

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
展
望
岩
か

ら

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
の
と
こ

ろ
に
そ
の
ル
ー
ト
の
入
り
口
が
あ
る
。

こ
こ
を
縦
走
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
気

づ
か
ず
に
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
ほ
ど

に
小
さ
な
入
り
口
で
あ
る
。
私
も
そ

こ
は
何
度
も
通
っ
て
い
た
が
、
そ
ん

な
入
り
目
が
あ
る
の
は
気
づ
か
ず
に

通
り
過
ぎ
て
い
た
。
初
め
て
下
か
ら

登
っ
て
き
て
、
稜
線
に
出
た
時
、

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
入
り
目
が
あ

つ

た
ん
だ
」
と
驚
い
た
ほ
ど
だ
。

縦
走
路
か
ら
い
き
な
り
背
高
く
深

い
ス
ズ
タ
ケ
の
中
を
か
き
分
け
て
、

北
西
に
向
か
つ
て
緩
く
下
っ
て
い
く
。

し
か
し

一
〇
分
足
ら
ず
で
ス
ズ
は
ま

ば
ら
に
な
り
、
歩
き
や
す
く
な
る
。

と
同
時
に
踏
み
跡
も
あ
や
し
く
な
り
、

丁
寧
に
踏
み
跡
を
探
し
な
が
ら
の
下

り
と
な
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
あ
る

目
印
の
テ
ー
プ
や
わ
ず
か
な
踏
み
跡

を
頼
り
に
、
ほ
ぼ
真
西
に
、
小
松
尾

根
を
斜
め
前
に
見
な
が
ら
下
つ
て
い

く
。
こ
の
道
は
初
め
て
の
場
合
な
ど
、

）

自
信
が
な
い
場
合
は
危
な
く
て
下
れ

な
い
だ
ろ
う
。

ス
ズ
タ
ケ
の
濃
い
と
こ
ろ
は
こ
ぐ

の
が
大
変
だ
が
、
踏
み
跡
は
じ
っ
か

り
し
て
い
る
の
で
か
え

つ
て
安
心
で

あ
る
。
縦
走
路
か
ら
二
十
分
ほ
ど
で
、

コ
ン
タ
ー

一
一
人
○
あ
た
り
ま
で
下

る
と
北
向
き
に
ル
ー
ト
が
変
わ
り
、

ほ
ぼ
平
ら
な
稜
線
上
の
道
と
な
る
。

さ
ら
に

一
一
七
四

ｍ
の
標
高
点
を
通

過
し
て
少
し
進
む
と
再
び
急
な
下
り

と
な
る
。

深
い
ス
ズ
の
中
を
ど
ん
ど
ん
下
つ

て
い
く
と
、
ま
す
ま
す
急
な
下
り
と

な
り
、
本
の
枝
や
ス
ズ
に
捕
ま
り
な

が
ら
の
下
り
が
続
く
。
こ
の
あ
た
り

は
、
ヤ
プ
を
分
け
な
が
ら
の
登
り
に

は
猛
烈
に
息
を
荒
げ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
縦
走
路
か
ら
約
二
十
五
分
で
つ

ら
ら
の
下
が
つ
た
水
場
を
左
に
見
て
、

少
し
下
る
と
い
き
な
り
急
な
岩
場
が

現
れ
て
、
そ
の
下
は
緩
傾
斜
の
ヒ
ノ

キ
の
造
林
地
と
な
る
。
造
本
地
の
中

の
枯
れ
谷
状
の
と
こ
ろ
を
渡
り
、
ト

ラ
バ
ー
ス
気
味
に
斜
面
を
登
り
返
し

て
い
く
。
林
内
に
わ
ず
か
な
踏
み
跡

が
あ
る
だ
け
の
こ
の
ヒ
ノ
キ
林
の
中

も
、
ル
ー
ト
を
見
失
い
易
い
と
こ
ろ

だ
。緩
く
登
っ
て
い
く
と
ヒ
ノ
キ
が
終

わ
り
、
カ
エ
デ
や
シ
ラ
キ
、
リ
ョ
ウ

ブ
や
ア
プ
ラ
チ
ヤ
ン
な
ど
の
二
次
林

と
な
り
、
ト
ラ
バ
ー
ス
道
か
ら
稜
線

上
の
道
に
な
る
。
こ
の
あ
た
り
か
ら

は
し
つ
か
り
と
し
た
踏
み
跡
道
で
、

も
う
迷
う
こ
と
は
な
い
。
次
第
に
高

度
を
下
げ
て
い
き
、
や
が
て
左
下
に

沢
音
を
聞
く
よ
う
に
な
り
、
ス
ギ
の

造
林
地
の
中
を
ジ
グ
ザ
グ
下
る
と
沢

と
出
会
う
。
メ
ン
ノ
ツ
ラ
谷
で
、
沢

を
渡
る
と
小
松
尾
根
か
ら
下
つ
て
き

た
祖
母
の
メ
ン
ノ
ツ
ラ
コ
ー
ス
と
出

会
い
、　
一
，
三
分
で
旧
五
合
目
の
造

林
小
屋
の
横
の
沢
に
出
会
う
。
こ
こ

ま
で
水
場
か
ら
約
四
十
分
、
沢
を
渡

り
、
崩
壊
の
著
し
い
造
林
小
屋
の
横

を
通
っ
て
広
場
に
出
る
と
、
朽
ち
か

け
た
橋
を
渡
り
、
後
は
今
朝
車
を
置

い
た
八
丁
越

へ
に
登
り
口
ま
で
、
小

一
時
間
林
道
を
下
る
だ
け
で
あ
る
。

〇
参
考
タ
イ
ム
…
大
障
子
岩
～
９
８

～
人
丁
越
～
，
８
～
池
原
～
９
８
～

水
場
～
８
い
～
旧
造
林
小
屋
～
，
８
～

人
丁
越
登
り
日

西
　
孝

子

晩
餐
会

一
二
月
六
日

（土
）
ま
ず
午
後
二

時
よ
り
、　
■

）
東
京
農
大

エ
ベ
レ

ス
■

・
ロ
ー
ッ
ェ
報
告
。
支
部
員
の

大
平
展
義
副
隊
長
と
し
て
参
加
。
環

嚢
調
査
で
こ
れ
ま
で
の
登
山
隊
と
は

異
な
っ
た
登
山
を
行
う
。
　
全
こ

明

治
大
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ

一
峰
南
壁
、
秋

保
天
候
に
も
め
げ
ず
見
事
に
成
功
“

こ
れ
で
人
千
メ
ー
ト
ル
一
四
座
を
単

）

一
大
学
で
登
頂
し
た
。
　
Ｔ
ご

秩
父

官
記
念
山
岳
賞
受
賞
者
、
中
村
保
会

員
の
講
演

「
チ
ベ
ッ
ト
探
検
と
地

図
」
の
す
ば
ら
し
さ
。

「深
い
浸
食

の
国
」

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
」
い
ず
れ

も
山
と
渓
谷
社
よ
り
発
刊
。

（社
）
↓

〓
０
　
」
●
０
●
５
０
”
０　
＞
【ｏ
いう
ｏ
　
Ｏ
【〓
０
　
（↓
“
ヨ
ｏ

一
鷺

ｚ
キ
昌
馬
じ

（サ
イ
ン
も
い
た
だ

く
）
三
冊
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。
読

み
に
お
い
で
下
さ
い
。

午
後
四
時
、
受
付
を
す
ま
せ
て
写

真
展
を
見
る
。
知
人
を
さ
が
し
、　
一

年
の
ご
無
沙
汰
を
わ
び
、
お
し
や
ベ

リ
に
走
り
ま
わ

っ
た
あ
と
、
入
ヶ
口

に

一
番
乗
り
。
は
じ
め
に
テ
ー
プ

ル

マ
ス
タ
ー
が
指
定
席
座
る
。
次
が

一

般
で
今
年
も
重
廣
会
員
の
と
こ
ろ
に

着
席
す
る
。

定
刻
に
開
始
、
カ
シ

パ
イ
が
待
ち
遠

し
い
。
朝
食
ぬ
き
で
空
腹
。
何
が
出

て
も
お
い
し
い
。

開
会
前
の
お
し
や
べ
り
の
時
間
に
、

皇
太
子
殿
下
は
ど
こ
を
お
通
り
に
な

ら
れ
る
か
話
題
と
な

っ
た
が
、
私
の

横
と
予
想
す
る
。

今
年
は
皇
太
子
殿
下
は
、
雅
子
妃

殿
下
の
ご
入
院
で
ご
参
加
い
た
だ
け

な
い
の
で
は
と
思

っ
て
い
た
が
、
お

い
で
に
な
る
と
の
こ
と
。
入
場
と
同

時
に
、
会
場
が
華
や

い
だ
空
気
と
な

る
。
不
思
議
だ
。
魔
法
に
か
か

つ
た

よ
う
で
あ
る
。

支
部
会
員
は
梅
木
、
菅
親
子
、
東

京
よ
り
木
本
、
西
が
参
加
。
会
長
よ

り

「
日
本
文
理
大
に
来
年
行
く
の
で
、

皆
と
会
う
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
」
と
聞
き
、
そ
の
時
の
こ
と
を
約

束
す
る
。

午
後
九
時
に
高
輸
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
を
後
に
し
て
品
川
駅

へ
。

百
周
年
は
こ
の
年
次
晩
餐
会
に
東

九
州
支
部
会
員
の
参
加
を
多
く
呼
び

か
け
た
い
と
思

い
つ
つ
、
そ
し
て
明

日
の
山
行
を
考
え
な
が
ら
長
男
穂
高

の
家
に
急
ぐ
。

高
尾
山

（五
九
九
己

十
二
月
七
日
、
午
前
五
時
起
床
。

天
気
晴
れ
。
曙
橋
で
会
員

（長
野
県

の
人
）
に
案
内
を
お
願
い
す
る
。
登

山
口
駅
で
は
係
り
の
方

へ
封
筒
に
、

住
所
、
氏
名
を
書
き
、
五
百
円

（写

真
代
）
を
入
れ
て
渡
す
。

十
時
二
十
分
出
発
。
種
山
コ
ー
ス

は
駅
よ
り
十
分
で
林
の
中
だ
。
道
幅

は
思

っ
た
よ
り
細
く
て
静
か
で
あ
る
。

紅
葉
が
残

っ
て
い
て
、
冬
ら
し
く
な

い
山
道
を
、
落
ち
葉
を
踏
み
な
が
ら

登
る
が
、
岩
あ
り
、
本
の
根
あ
り
、

そ
れ
に
階
段
は
い
や
だ
。
二
百
の
階

段
も
ネ
パ
ー
ル
行
き
の
ト
レ
ー

ニ
ン

グ
と
、
休
ま
ず
に
登
る
。
汗
を
流
し
、

ビ
ス
タ
リ
ー
で
歩
く
。

「体
み
ま
せ

ん
か
？
」

「
い
い
え
」
皆
速
い
こ
と
。

ち
ょ
っ
と
広
い
と
こ
ろ
で
は
、
私
を

追
い
抜
い
た
人
産
が
荒
を
呼
吸
を
し

な
が
ら
休
ん
で
い
る
。

会
う
人
ご
と
に

「
頑
張
る
ね
」
と

話
し
か
け
た
い
が

「
ハ
ア
、　
ハ
ア
」

で
声
は
出
な
い
。
夏
山
の
よ
う
に
太

陽
が
私
を
い
じ
め
る
（）

急
坂
を
過
ぎ
る
と
、
本
の
間
よ
り

人
王
子
や
都
心
の
方
ま
で
見
え
て
く

′つ
。
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ア
ケ
ビ
、
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
な
ど
、

草
花
に
詳
し
い
人
が
い
て
、
多
く
の

名
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
が
、
メ
モ

し
て
い
な
い
の
で
忘
れ
て
し
ま
う
。

コ
ナ
ラ
の
大
本
の
下
に
は
ド
ン
グ
リ

が
沢
山
落
ち
て
い
る
。
ガ

マ
ズ
ミ
の

赤
い
実
、
野
鳥
の
姿
も
日
に
つ
く
。

「自
然
を
大
切
に
」
と
書
か
れ
て

い
る
が
、
道
以
外

へ
は
入
る
人
も
な

く
、
登
山
者
が
多
い
わ
り
に
は
管
理

も
よ
く
、
植
物
が
自
由
に
茂
っ
て
い

る
様
子
は
た
い
し
た
も
の
で
あ
る
．

本
や
草
が
私
に
は
ほ
え
み
か
け
て
く

れ
る
。
山
頂
到
着
、
十

一
時
半
。
注
い
で

く
れ
る
豚
汁
を

「具
た
く
さ
ん
に
」

と
お
願
い
し
、
腹
の
虫
の
機
嫌
を
と

る
。
毎
年
お
き
ま
り
の
顔
々
、

「ま

た
全
国
支
部
懇
談
会
で
会
い
ま
し
ょ

う
」
と
、
食
べ
な
が
ら
、
笑
い
な
が

ら
、
飲
み
な
が
ら

・
・
・
．

記
念
写
真
を
撮
り
、
十
二
時
半
、

東
京
、
大
阪
、
九
州
の
女
の
知
り
合

い
二
人
で
メ
イ
ン
ル
ー
ト
を
下
る
。

薬
王
院
の
横
を
通
る
と
た
こ
杉
。
樹

齢
四
五
〇
年
、
高
さ
三
七
メ
ー
ト
ル
、

幹
回
り
六
メ
ー
ト
ル
、
根
は
さ
な
が

ら
た
こ
の
足
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
王

子
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

■０
。女
坂
を
下
る
と
、
ケ
ー
ブ
ル
や
リ

フ
ト
を
利
用
す
る
、
普
通
の
服
装
を

し
た
人
達
が
多
く
、
、
舗
装
し
た
道

の
両
側
は
食
堂
、
お
み
や
げ
店
と
に

ぎ
や
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
に
ぎ
や
か
な
の
は
寺
の

近
く
だ
け
で
、
後
は
ハ
イ
カ
ー
の
み
。

歩
く
人
も
少
な
い
道
を
、
眼
下
の
都

心
を
見
な
が
ら
下
る
。
足
も
と
に
注

意
す
る
ま
で
も
な
い
道
を
、
小
走
り

に
駅

へ
と
急
ぎ
、
午
後
二
時
に
は
車

中
の
人
と
な
る
。

高
尾
山
は
京
工
線
新
宿
駅
よ
り
五

〇
分
、
片
道
三
七
〇
円
で
あ
る
。
東

京
で

一
日
あ
れ
ば
寺
参
り
に
行
く
も

よ
し
。
た
だ
し
晴
天
で
な
け
れ
ば
都

心
は
見
え
な
い
。
事
業
委
員
会
の
方

々
へ
感
謝
．

一一一一一
．
月

　

日

　

一
一
月

一
五

日

（
日

）

ｏ
目
的
地
　
カ
ル
ト
山

（
８
８
３
己

平
家
山

（３
器
己

（水
分
峠

。
日
出
生
台
）

（野
上
川
と
深
見
川
と
の

分
水
嶺
）

。
出
　
発
　
一
一月

一
五
日

（
日
）

午
前
六
時
Ｏ
Ｏ
分
サ

ニ

ー
出
発
．

軋
一一一

・

月

　

日

　

一
二
月

二

一

日

（
日

）

・
目
的
地
　
自
鳥
山
０
８
∞
あ
こ

、）

銚
子
傘
含
お
”
旨
）

（宮
崎

・
熊
本
県
境
）

（耳
川
と
五
木
川
と
の
分

水
嶺
）

・
出
　
発
　
一二
月
二
〇
日

（土
）

午
後
五
時
○
○
分
サ
ニ

ー
出
発
．

・

月

　

日

　

四

月

一

人

日

（
日

）

ｏ
目
的
地
　
ナ
ガ
ミ
ズ
山
含
露
，

一

己
、
フ
キ
ク
サ
山
含
８
，

こ
（花
牟
礼
山
群
Ｘ
鳴
子

川
と
阿
蘇
野
川
と
の
分

水
嶺
）

。
出
　
発
　
午
前
五
時
サ

ニ
ー
発

二
月
二
九
日

（日
）

冷
水
峠

（福
岡
県
）

二
月
二
九
日

午
前
五
時
サ

ニ
ー
発
の

予
定
。
な
お
、
時
刻
の

変
更
が
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
参
加
希
望
者
は

一
週
間
前
ま
で
に
事
務

局
全
』連
絡
下
さ
い
。

午
後
六
時
よ
り

。
場
所
　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

・
議
題
　
平
成

一
六
年
度
総
会
に
つ

い
て

◎
定
期
総
会

・
月
日
　
四
月

一
七
日

（土
）

・
場
所

。
時
刻
等
詳
し
い
こ
と
は
別

途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
部
会
費

一
二
〇
〇
〇
円
及
び
百
周

年
行
事
費
三
〇
〇
〇
円
。
支
部
会
費

一
〇
〇
〇
円

雪
に
驚
き

つ
つ
船
底
新
道
に
入
る

と
、
花
ノ
台
下
の
北
西
側
斜
面
は

さ
ら
に
深
い
積
雪
で
し
た
。

○
　
名
前
と
は
裏
腹
の
こ
の
荒
れ
果

て
た
林
道
は
、
深
い
ブ

ッ
シ
ュ
と

深
い
と
こ
ろ
は
腿
の
中
程
ま
で

埋
ま
る
雪
。
こ
の
ご
ろ
慣
れ
な
い

ラ
ッ
セ
ル
で
、
息
を
荒
げ
て
進
む

こ
と
約
二
時
間
半
。
夏
な
ら

一
時

間
足
ら
ず
で
到
着
す
る
、
馬
ノ
背

へ
の
登
り
の
分
岐
ま
で
や

っ
と
た

ど
り
着
き
ま
し
た
。

（Ｋ

・
Ｉ
）

出 行 月

発 先 日

設
興
簿
翼
爾
整
置

０
お
知
ら
せ

◎
役
員
会

ｏ
日
時
　
一二
月

一
人
日

（木
）

○
　
寒
に
入
っ
て
急
に
こ
の
と
こ
ろ

日
厳
し
い
寒
さ
が
続
き
、
先
目
我

が
家
の
狭
い
庭
も
久
々
に
う

つ
す

ら
と
雪
化
粧
。

①
　
そ
の
中
で
ひ
と
き
わ
目
を
引
く

彩
り
が
あ
り
ま
し
た
。
セ
ン
リ

ヨ

ウ
で
す
。
自
い
雪
と
、
澄
ん
だ
緑

と
、
真

っ
赤
な
実
が
そ
れ
は
見
事

な
色
合
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

①
　
こ
の
セ
ン
リ
ヨ
ウ
、
実
は
私
は

植
え
た
覚
え
が
な
い
の
で
す
。

ど
う
や
ら
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
の
実
を

目
当
て
に
飛
ん
で
来
る
、
常
連
客

の
ヒ
ヨ
ド
リ
が
運
ん
で
き
た
も
の

の
よ
う
で
す
。

○
　
積
雪
の
鶴
見
岳
北
尾
根
歩
き
を

思
い
つ
き
、
鞍
ガ
戸
か
ら
船
底

ヘ

と
久
し
ぶ
り
の
雪
稜
歩
き
を
楽
し

み
ま
し
た
。
思
つ
た
よ
り
も
深
い

こ

た こ 杉
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